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台湾産食装コガネムシ解説も第4 回とな り,  Apho-
diinae にはいる。

Aphodiinae マグソコガネ亜科
本i[ll科は Sacabaeinae と並んで一大i[E科を形成してい
る。台湾のこのグループの記録,  カタログとしてまとま

ったものとしてはやはり三輸のA Systematic Catalogue
of Formosan Coleoptera1931 と三輪・中条のCatalogue
Coleopterorum Japonicorum (Scarabaeidae) 1939が
戦前のものの代表として掲げられる。
近くは野村による No tes o n the Coprophagous

Lame11icornia f rom Taiwan 1973がある。
従来から述べているように, 戦前の記録の中には, 何

らかの理山で, 台湾地区以外の標本が混入していると考

えられるので注意を要する。

なお野村1973 以降若干の新f種, 新記録が追加される。

台湾産 Aphodi inaeの検索
1 (2 )   前胸背および上 に縦の隆条を ・える。  後頭部に横ま

たは縦の隆起~毛のたばを具える。 前1 ｳ節外歯は1  ~
で大きい。ふつ )小指?板を欠く。

Rhyparini
2 ( 1 )  前 背には縦の隆条を・A,えず,  �䛳䛶䜒䛫䛔䛬䛔ᶓ

降.起, 後頭部は単純か, 時に3 隆起。前11硺節は 3外歯。
3 (4 )  頭部は期粒を装い, 前頭界線上に隆起なし。 前胸背は

幅広い横1111が数条ある。後付節は三角に広がる。後理?節
端刺は広がるか, または先端が切断状。

Psa mmobii ni

4 (3 )  頭部は滑らかか点刻され, 稀に期粒を装う。 前胸背は

単純か, 時に弱い横位のくぼみを具える。後付節は三角
に広がらず, 後際節端刺は細く先がとがる。

5 (6 )  頭部はあまり大きくなく , 多くは単に傾斜し, しばし

ばコブを具え, 頬は小さく水平。中後1 ｲ節は横隆起を具
えるo

Aphodiini

6 (5 )  頭部は大きく強く下向きだがコブはない。類は大きい。
中後1ｳ  節は横降起を欠き,  時に中1l f節に、ﾆ跡状に残る。

Eupari ini

Cat.Co1.Jap. 1939
MIWA et CHUJ0

Notes on the
Copr. Lam from
TAIWAN. 1973
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(注)  三輪・ 中条1939 と野村1973の記録が, 同数であっても,
必ずしも同一和を記録しているとは限らない。

1, Aphodi in i
本族から次の2 属が記録されている。

台湾産 Aphodi iniの検索
1 (2 )  上通は点刻を合む条tillを?u , その条、滿は両側で常に

短結される。間室は平坦か, 軽く膨隆するが, 時として
屋根状~稜状。

1

AP11todius ILL.
2 ( 1 ) 上 は細い隆条を」'-え, 両側でも基部に達する。間室

は低く圧せられ, 横長の大きな点刻を有する。

cave''It‘S STEPHENS
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1-1.   Aphod ius マグソコガネ属
他の多くのグループが、台湾という限られた地域にも

かかわらず,  日本全土に分布する種類数を上まわること

もめずらしくないが,  この Af)hodius類についていう
と,  台湾は日本にくらべ意外に分布の種類数が少なかっ

たというのが実感である。

本属は多数の種を含んでいるので, 通常亜属に分けて

取扱う。 まず台湾に確実に分布する種に関する歙属の分

類を掲げる。

台湾産Aphodmsの亜属の検索
1 (2 )  小楯板は大形で上 の長さの' /3~ l ibぐらいに速する。

l a te,-,la HORN
2 (1 )  小構板は小さい (1/s~ l/,o)。
3 (6 )  上 の間室は高く隆起し稜状。

4 (5 )  前胸背基部にふちどりなし。 中後用X節端刺毛は不等長。
Pleuraphodius A. ScHM.

5 (4 )  前胸背基部にふちどりあり, 中後用K節端刺 'は等長。
Ca,-,,fat‘/1‘s TES.

6 (3 )  間室は単純。

7 (8 ) 類は葉状に突出し大きい。 Lobopar t'‘s A . Sc HM.

8 (7 )  類はそれほど大きくない。

9 (10)  上 間室は特に地端前で膨隆し , 互いに合着しない。

P1iaraphodius REITT.
10(9 )  上理間室は後方で合itiする。
11 (24)  中後修_節の端剌毛は不等長。
12(13)  小相板は前方両側が多少なりとも平行。前胸背の基部

はふちどられる。 P1a lacro, of ;lus MoTscH.
13(12)  小編板は基部付近の両側は平行でない。

14(15)  頭は大きく平一円状。 頭部に隆起なし。

Ac,-ossus MULs.
15(14) 頭部はそれほど大きく ない。

16(21) 上 は明らかに毛を装う。

17(18)  上地は長く直立した毛を装)。 前頭界線は細いi;?状,
コブはない。 Aga,locrossus REITT.

18(17) 上 は直立した毛を装わない。

19(20) 上面は全体に毛を装う。 前�㱊w両側はにぶくまるま
り , 後角は切断状。 の前1降節は特異な形状。

B al t hasa r i anus PAUL.

20(19) 上面は前的背および上 の周辺部に毛を装う。 o の前
1性節は正常。 T r t'd ia l)hod ius A . S cH M.

21 (16) 上 は無毛または 端付近に徴毛を装うのみ。

22(23) 上面は無で強い光沢あり。前頭界線は細い滿状。類は
限よりあきらかに実出する。 P aul i ane11us BALTH.

23 (22) 上・翅は淡 v色で「「t 色斑を有す。 頭部にコブはない。

Calaphod.us REITT.
24 (11 )  中後1降節端刺毛は等長。
25(26) 前l 苳wの基部はふちどられないか,  �䛳䛶䜒እ⥳䛻

わめて細い。 N ial s M uLs.

26 (25)  基部はあきらかにふちどられる。

Calamosternus MOTscH.
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多少わかりにくい点もあろうが以上の検索にて, 亜属

のめやすをつけておき, 以下の解説の参考にされたい。

1) Subgenus I)iapterna HORN, 1887
A. (Diapt ) trottzkyi JACOBSON

マルツヤマグソコガネ (Pi t Fig. 1 )
体長5 ~5.5mm。 fl '色で光沢が強く, 太短かく, 背

面が強く膨隆する種である。体格の点で後述の A. (Lo-
bopa ) kotoensis MIwA にやや似ているが, 本種はは

るかに大型で光沢が強く, 小幅板がきわめて大きい (亜
属の特長) ので容易に判別がっくであろう。

本邦産 (奈良県下・ 神 川県相模大山) の標本と比較

すると, 台湾産の個体は一般に大きく, Iii部付近は点刻
を散布している (邦産のものは平滑) ことなど若干の相

連が見られるようであるが大差はない。

台湾では山地の牛 ・ 山羊装で採集された。

採集記録 : ' ｱ社 (10月 ),  幼獅 (12月 ),  松崗 ( 4 ~
月), 梅峰 (4月)

2) Subgenus Pleu,-aphodius A. SCHMIDT, 1913
A (pieta-a ) IeωIsl WATERHOUSE

コスジマグソコガネ (Pi t Fig 2)
体長3 ~ 4 run。 赤褐~濃褐色で光沢は鈍く , 長形。

頭胸背は単純であるが, 上翅の条fifiの両側は細い隆線で
系?取られ, また間室は高く較状に隆起する( iai属の特長)
邦産の個体 (九州阿蘇産) にくらべ頭幅が前方に狭ま

りながら突出しているように見えるが, 個体差の範囲か

もしれない。

採集記録 : 社 (5,  8月), 墾丁 (6月),  Liyutan
( 8月) ; 義, 大南林, 台南 (三輪)

3) Subgenus Carinaulus TEsAR, 1945
A (Carinau ) Pucholt i BALTHAsAR

フッケンマグソコガネ*
体長4.5 mm 。 背面は強く膨隆。 頭部はめだっ隆起を
具えない。頭胸背は弱い, 上翅は強い光沢がある。 311部

図1 Aphodius (Cart aulus)
puc1ioit i BALTH. の上組(部分)

(BALTHASAR, 1963より)

は明るい赤褐色, 前頭背

は1111赤褐色, 上翅は,'n褐
色。上地の条 の点刻は

横長で間室を侵す (図1 )
本種は BALTHAsAR

が福建より記,成したが,
野村(1973)により台湾か
らも記録された。

採集記録: IFi起湖 (4月)
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L

図2 A o di' g ( Lo�o1ar lus)  g1oOufus  HAROL
図3 A. (Lobe ) kotoe lst's MI wA

4) Subgenus Lobopa,-ius A. SCHMIDT, 1913
A (Lobopa ) kotoensis MIwA

コウトウマグソコガネ (Pl. 1 Fig 3)
体長約4 mm。 .'n色。卵形で背面は強く突隆する。頭
胸背は組い点刻を散布。類は突出する (図3 )。
牛 より i来集された。
採集記録 : 墾丁( 3 , 6 月 ), 知本(10月), 面嶼 ( 3 , 5 月 )

本亜属では他に三輪・ 中条が A. (Lobopa) g1obulus
HAROLD(図2 ) を記録している。 台湾省基ｶ業試験場に

も標本が1 頭保管されているが,  ラベルには紅頭i興,  5
月, SHIRAKI と なっており, おそらく他地域の標本と

思われる。 ちなみに本種は, 中国およびベトナムから記

録されているものである。

5) Subgenus Pha, aphodius REITTER, 1892
A. (Pharaph ) margine11us (FABRIcIUs)

ウスチャマグソコガネ (Pi t Fig 4)
体長4. 5~ 8 mm。淡福色で後頭部,  前胸背板面,  上

翅中央部などはfill色。光沢は鈍い。頭胸背は単純, 上

の条溝は細い。本種はトカラ列島から南方, 熱;出:地域に
広く分布する種である。

牛装より採集した。

採集記録 : 墾丁 (8月), 六fa (4月), 緑島 (7月),
面嶼 (7, 10月),  Liyutan (8月) ; 大甫林, 台南, 安
平, 港口, 甲仙南, 火焼島 (三輸)

本IIE属はこの他, 三輸・ 中条 (1939) が次の種を記録
しているが, 分一布については疑間がもたれる。

X A . (Pharaph ) c onatus HAROLD
クロマグソコ力'ネ

本種はフィリピン,  インド,  スリランカ.  ジャワ等に

分布するものであるが, 理ﾆ業試験所には「 Ako」のラベル
が付いた標本がある。

XA. (Pharaph ) e1ongatulus (FABRIcIUs)
ク リイ ロマグソコ ガネ

中国,  インド,  スリランカ, 北米などから記録されて

いる種である。同試験場には恒春・ SHIRAKIの標本が
ある。

XA. (Pharaf)h ) orientalis HAROLD
ツヤハダマグソコガネ

本種は中国, ベトナム, スンダ列島などからの記録が
ある。試験場には 山, SHIRAKI のラベルがっけられ

た個体があるが, この個体は次極の同定あやまりである。

X A . (PharaPh) rugosostr iatus WATERHOUSE
スジマグソコガネ

日本および朝鮮半島などに分布する。 試験場にある標
本には産地ラベルが付けられていないものと, 前記の個
体がある。

X A . (PharaPh) rtissatus ERIcHsoN
キスジマグソコガネ

タイ,  インド,  アフリカなどの記録がある。試験場の
標本は恒春のラベルであった。

6) Subgenus Acrossus MULsANT, 1842
A・ (AC「0.) fOt-moSanus NOMURA et N AKANE

タカサゴツヤマグソコガネ* (Pl. 1 Fig 5)
体長約6.5mm。 ,n色で光沢が強い。長卵形で背面は
かるく膨隆・ ilf部はよく発達し半円状。頭胸背は単系tjで
中型の点刻を比較的密に装う。 111部にトヶ'状突起の独一跡
がある。

邦産の同亜属極A (Acre ) atratl‘s WATERHOUSE
に酪似するが, 本種は, 上翅条満内の点刻は同室をほとん
ど侵さず, また肩歯を有することで容易に区別できる。
採集記録: 松商 (4 月), 梅峰 (4 月), 阿l]1山 (6 月)

7) Subgenus Aganocrossus REITTER, 18g5
A. (Agano. )urostigma HAROLD

フチケマグソコガネ (Pi t Fjg6)
本邦をはじめ世界各地に広く分布するものと同一極で
ある。

春~秋期に台湾各地に普通。 燈火にも来集する。

8) Subgenus Batthasa,-iam‘s PAULIAN, lg34
A . ( Balt h ) habet-i BALTHAsAR

- 3 -

シセンマグソコ力゙ネ* (Pl. 1 Fig 7)
体長7 ~7.5 mm 。 .!n褐色。 上面全体に

黄色のかなり長い毛を装う。 上地の条 は

後方で前極の様に合着しない。また, 前胸
背の点刻も次種にくらべ強くなく密でない
(図4 )。本極は中国から記i成されたが, 野
村(1973)により台湾から記録された。
採集記録: 南山漢 (6 ,  8 月), 霧社 (4

~ 5 月,10月), 1意山 (5 月), 密起湖 (5 月)
図4 A. 11la11h) babe,-i' BALTH. の前度

(BALTHASAR, 1963より)
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A. (Balth) pi li fer PAULIAN
べトナムマグソコガネ

体長7 mm。黒~暗褐色で光沢あり。上面はかなり長
い明色の毛を装う。 上 の条溝は会合部のものを除き翅

端前で第2 は第3 と, 第4 は第5 と, 第6 は第7 と, 第
8 は第9 と合着する。本極は北ベトナムから記載された
が, 野村 (1673) により台湾からも記録された。
採集記録: 南山漢 (7~8 月), 台東 (6 月)
本亜属は以上の2 極の他に, 三輸・ 中条 (1939) がフ
ィリピン,  インド,  ジャワなどに分布する A. (Balth )
SinuatuS HAROLDチャイロマグソコガネを記録してい
るが, 試験場で検した標本は埔里および恒春のラベルが
ついた A. (Batth) eccoptus=pi1osus にほかならな
いoまた, 三輸 (1931) に掲げられていた A. (Balth)
Pi1osus HAROLDケブカマグソコガネに相当する標本
も試験場で検したが,  これは明らかに A. (Balth)
babor i BALTHAsARであった。

9) Sub9enus Tricliapodtus A. SCHMIDT, 1913
A. ( 「1-to aP .) roleんez' HAROLD

ライヘマグソコガネ (Pl. 1 Fig 8 )
体長4 ~5.5 mm。 -ill褐色で後頭, 前胸背中央部, 上
はfill色。 上地後方にl店'n-褐色とそれに接する黄褐色の
渡状,ii:紋を有す。 上翅後方および側方には黄色の短毛を
装う。

牛・ より採集された。
採集記録: 寛ﾐ(4  ~5  月),  墾丁 (5  月)  ;  甲仙甫

Chikutoki(三輸)

上記の他に三輸・ 中条 (1939) は2 種記録している。
XA. (TrichaPh ) costatulus A. SCHMIDT

ヒメスジマグソコ力'ネ
インドから書かれたものであるが, 試験場の標本中に
は六aa, SHIRAKI のラベルがっけられている。

XA. (Tr ichaPh) segmentaroides A. SCHMIDT
ウスモンマグソコカーネ

インド,  ラオス, ベトナムの記録があるが, 同試験場
では紅頭嶼のラベルの標本がある。

これら2 つの標本を見た限りでは, 同一種を別種とし
て同定しているようであるし, いずれも台湾産とは信じ
がたい。

10) Sub9enuS pauliane11us BALTHAsAR, 1938
A. ( paul ) maderi BALTHAsAR

コツヤマグソコガネ (Pi t Fig 9)
体長5 ~6 mm。黒色で光沢が強く無毛。前胸背両
側, 上翅などはいくぶん明色 (濃赤褐色)。

本種はBALTHAsAR が四川 (中国) から記載したも
のであるが, 中根が奈良から記職した A. (Acrossus)
asahinai を本極のSynonym としている。 台湾産と本

邦産 (素良) の個体を比較してみると, 色彩の点では本

邦産は一般に明色, 光沢が強く, 体形的には, 小橋板が
いくぶん細長く, また後ll ､節端刺はより長く後付節第
節中央に達するほか, 上 条薄内の点刻は小さいなど,
若干の相違が見られる。

本極は牛装より得られた。

採集記録 : 社(4~ 5, 8, 12月), 幼獅 (12月), 松
崗 (3月), 起湖 ( 3月)

11) Subgenus Calapltodtus REITTER, 1892
A. (Calaph ) moestus FABRIcIUs

キベリマグソコ ガネ

本種は束洋区およびエチオピア区に広く分布する。 三

輸・ 中条 (1939) のカタログに掲げられており, 試験場

にも標本がある。 ラベルには Ako, SHIRAKI と記され
ていて, その 面にはColombo という文字がある。
しかしながら, 中根 (1961) なども台湾を分布地とし

て記録しているので標本の確認は行なっていないが, こ
こで少しふれることにする。

体長5 ~ 7 mm。淡褐色。1ff1し, 前胸背板面, 小楯板,
上翅条tC  と第4  ,  第6  間室の縦紋は「「1い。頭部は前方が
淡色, 小点刻を密布, 中央でコブ状に隆起し前方は圧せ

られ, 前縁は切断状で弱く湾入し両側はまるまる。両類

はわずかに限より実出。 前胸背は両側は淡色で中央に暗
色紋を有し, やや強い点刻を救布。 では上翅より幅広
く , 中央にやや粗い点刻をまばらに具え, では上翅よ

り狭く後方に拡がる。上理の条構は鋭く刻まれ, 条1111内
の点刻は密で間室をほとんど侵さない。 間室は平坦。 後

付節第一節は11 ｭ節上端剌より長く,  第2  ~4  節の合計長
とほぼ同長。

香港, マライ,  インド, アフガニスタン, スリラン

カ, アラビア, アフリカ, マダガスカルなどのほか, 琉
球および台湾の記録がある。

分布記録 : 港口, Akau, Suisharyo (三輪)

12) Subgenus Phalacronothus MoTscHULsKY, 1859
A. (Phalacro ) avuncti lus BALTHAsAR

ーセマメマグソコガネ* (Pl. 1 Fig. 10)
体長3.5 mm。褐色。頭部の前方, 前胸背両側は黄褐
色。上半部はわずかに光沢あり。上翅は黄赤色で光沢な
く, 両側と翅端はきわめて短い毛を装う。

本種はインドから記載されたものである。

採集記録 : 墾丁 (7 月)
本亜属は三輪・ 中条(1939)がA. (Phalacro ) carinu-
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Explanation of Plate 1
1.  A. (Diapt ) troitzkyi JAcoBsoN 2.  A. (Pleur ) Icu,Isl WATERHOUSE
3.  A . (、Lobopa ) kotoensis MIwA 4.  A. (Pha,aph ) ma,gtrlel tus (FABRIcIUs)

5.  A. (Acre ) formosanus NoMURAet NAKANE 6.  A. (Agano ) urostigma HAROLD
7.  A. (Bal th ) babori BALTHAsAR 8. A. (Trtchaph ) retchi HAROLD
9.  A. (Paul ) madert BALTHAsAR 10.  A. (Phalacro ) avunclus BALTHASAR

11. A. (Nial us) insu lar is PETRo vITz 12.  A. (Catamo ) subl imbatus MoTscHULsKY
- 5 -
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latus MOTscHULsKY マメマグソコ力'ネを記録してい
る。この種は中国, スリランカ,  インドなどに分布して

おり, 台湾の同i[[i属の種はむしろ本極であ ) うと考えて

いたが, 記ll �䢂ྜ⮴䛧䛺䛔Ⅼ䛜ከ䛟,  BALTHAsAがイ
ンドから発表した A. (Ph ) a,,unculusを当てておく。
墾丁で得た個体はいずれでもなく, 新種である可能性

もあることをっけ加えておく。

13) Subgenus Nialus MULsANT, 1870
A. (Nialus) tnsula,-is PETRovITz (New record)
ナンョウウスイロマグソコカ'ネ* (Pl. 1 Fig. 11)
体長約4 mm。 黄色で強い光沢がある。後頭部, 前胸

背板面,  上翅会合部などはIll_,色。 次の A. (Calamo )
sublimbatus MoTscH. に一見よく似るが, 小型で太短

かく, 前胸背前縁部はかならず明色なので容易に区別が
つく。 ( 汨ｮの区別点を確かめればいつそう確実で �䜛

PETRovITz (1961) がセイロンおよびフィリピンか

ら記破したが, 今般の調査で台湾にも分布していること

をあきらかにする。

牛装より得られた。 墾丁では次種より多い。

採集記録 : 南山漢 ( 4 ,  6 月) , 墾丁 ( 1 ,  5月)
なお, 三輸 (1931) の A. li vidus (0LIvIER) の記
録は次種と考える。

14) Subgenus Calamosternus MoTscHULsKY, 1859
A. (Calamo) sublimbatus MoTscHULsKY

ウスイロマグソコ ガネ (Pl. 1 Fig. 12)
本種は日本, 朝鮮半島, 中国, 中国東北部,  ウスリー

地域, 東シベリアなどに広く分布する種で, 個体変異が

大きく地域的にも変化している。 台湾から PETRovITz
(1961) が, A. (Calamo) sauteri なる種を発表した
が, BALTHAsAR(1953) は本種の地方型と考えている。
たしかに台湾産の個体は邦産のそれにく らべ, 色彩等多

少異なった特長をもっているものもあるが大差はない。

採集記録 : 台湾各地および緑島, 面

なお, 本i[E属は前胸背後系表にふちどりを有するが, あ

っても外緑にありきわめて目だたないので亜属の判定に

注意を要する。

次の種は標本を検しなかったが確実な記録がある。

A. (Caiamo ) t‘'l l'p!agl'at gs  WATERHOUS
オビマグソコガネ

日本およびl;明l鮮半島に分一布する極である。 上 に長三

角の紋があるので容易に識別できる。

中根 (1960) に記録がある。

以上述べてきた種以外にいくつかの記録が残されてい

る。 いずれも分布には疑間が残るがそれらについてふれ

てお く。

XA. (Teuchestes) soreχ (FABRIcIUs)
オオキバネマグソコガネ

三輪 (1931) のカタログでは掲げられているが, 三輸

中条 (1939) では削られている。試験場には阿里山の

ラベルが付いている標本がある。中国,  インド,  アビシ

ニア, 南アフリカ,  オーストラリアなどに分布する。

XA. (Paramoecztes)  aust rafas1'ae  BoHEMA
コ クロマグソコ ガネ

三輸・ 中条 (1939) のカタログに掲げられている。試

験場には紅頭嶼, 恒春SHIRAKI のラベルが付けられた
個体がある。インド,  ビルマ,  スンダ列島, 束オースト
ラリアなどに分布。

X A . (s.str ) elegans ALLIBERT
オオフタホシマグソコガネ

三輸 (1931) のカタログと加藤の図鑑に台湾を分布地

として掲げてある。試験場には台南,  SHIRAKIのラベ
ルが付けられた標本が保管されている。日本, 中国, 北

ベトナムなどに分布する。

X A . (s.st r ) chine'tsis HAROLD
シナマグソコガネ

三輸・ 中条 ( l939) のカタログに分布地として掲げら

れている。 試験場には恒春,  SHIRAKI のラベルが付け

られた標本がある。 南中国, 北ベトナム,  ラオスなどか

ら記録がある。

XA. ( Bodi lus) langutdulus A. SCHMIDT
キバネマグソコガネ

A. obsoletus WATERHOUSE として, 三輸 (1931) で

は.l iE里を産地として掲げている。 も ちろん三輪・ 中条

(1939) にも台湾が分布地として掲げられている。 本種

は日本, 中国などから知られている。

XA. (Bodilus) sordidus (FABRIcIUs)
ヨツポシマグソコガネ

本極はョーロツパからアジア地区,  日本に至るまで広

く分布している種である。 試験場の標本中に台北のラベ

ルが付されている個体が見い出された。

(次回最終回)
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